
合

計

来

館

電

話

そ
の
他

一
、
六
四
五
件

一
、
九
六
二
人

一
、
一
五
五
件

一
、
四
五
〇
人

三
六
二
件

三
七
八
人

一
二
八
件

一
三
四
人

平
成
一
八
年
度
地
域
研
究
史
料
館
事
業
報
告

地
域
研
究
史
料
館

尼
崎
市
制
九
〇
周
年
と
な
る
平
成
一
八
年
度
、
市
は
九
〇
周
年
記

念
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域
研
究
史
料
館
は
、
こ
れ
ら
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
新
「
尼
崎
市
史
」
の
最
初
の
刊
行
物
で
あ

る
『
図
説
尼
崎
の
歴
史
』
を
刊
行
し
た
ほ
か
、
秋
に
開
催
し
た
「
尼

崎
の
歴
史
展
」
の
主
た
る
所
管
課
と
な
る
な
ど
、
例
年
に
も
増
し
て

多
様
な
事
業
を
実
施
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

史
料
の
収
集
・
整
理
・
公
開

平
成
一
八
年
度
も
、
引
き
続
き
各
種
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整

理
・
公
開
に
努
め
ま
し
た
。
新
た
に
整
理
・
公
開
し
た
古
文
書
・
近

現
代
文
書
類
の
う
ち
、
お
も
な
も
の
を
本
誌
第
三
六
巻
第
二
号
・
第

三
七
巻
第
一
号
掲
載
の
誌
上
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
紹
介
し
ま
し
た
。
平

成
一
八
年
度
末
現
在
の
館
蔵
史
料
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

史
料
の
利
用
相
談
（
質
問
・
調
査
へ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
等
）

及
び
、
史
料
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
一
八
年
度
利
用
相
談

平
成
一
八
年
度
史
料
複
写

六
六
一
件

一
七
、
六
二
五
枚

な
お
、
史
料
の
公
開
・
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る
べ
く
、

館
の
ス
タ
ッ
フ
が
独
自
に
構
築
し
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
よ
る
館
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
及
び
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
入
力
・
構
築
し
た
ウ
ェ
ブ
版
尼
崎
地
域

史
事
典
〝a

p
e

d
ia

〞（
ア
ペ
デ
ィ
ア
）
を
、
神
戸
大
学
文
学
部
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
試

行
的
に
公
開
し
ま
し
た
。
平
成
一
八
年
七
月
二
〇
日
に
公
開
を
開
始
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地域研究史料館収蔵史料

（平成１９年３月末現在）

うち
整理公開点数

２２１件
６５，０９０点

（仮整理）

（仮整理）

３５，６１０冊

２，９１３種
５５，９３０冊

未算出

２，２４６点

１，０２３枚

１６５冊
４，１００本
６，３００点

１，８００点

未整理

７３点
電子資料７４点

収 蔵 点 数

１，５０２件
１１７，７１０点

３５，２５０点

１４，１００冊
未算出

５４，３５０冊

２，９１３種
５５，９３０冊

未算出

２，４００点

１，０２３枚

２４０冊
４，１００本
６，３５０点

３，８００点

３，２００冊

１，２００点
未算出

内 容

村方・町方文書、藩関
係、社会・労働等

各種団体、営業関係等

廃棄公文書
印刷物等

地域史誌、団体史、刊
本史料、目録等

自治体・大学等発行

（マイクロフィルム）

地形図・市街地図等

史料コピー・CH製本等

種 類

（１）古文書類・近現代
文書類

（２）ビラ・ポスター類

（３）行政文書・資料
行政文書
行政資料

（４）文献類

（５）紀要・雑誌

（６）新聞

（７）地図類

（８）絵はがき

（９）写真・フィルム類
写真アルバム
ネガ・ポジフィルム
マイクロフィルム
（複製含む）

コレクション写真

（１０）複製史料

（１１）映像・音響史料
その他
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し
ま
し
た
が
、
サ
ー
バ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
約
二
週
間
で
運
用
を

休
止
。
結
局
、
本
格
的
な
運
用
は
、
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
を
確
保
し

て
平
成
一
九
年
度
か
ら
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
一
八
年
度
も
、
従
来
か
ら
の
「『
尼
崎
市
史
』
を
読
む
会
」

や
「
尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
」
な
ど
の
企
画
・
運
営
、『
市

報
』
の
デ
ー
タ
入
力
作
業
、
史
料
調
査
、
写
真
資
料
類
の
整
理
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
作
業
を
、
史
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
順
調
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
尼
崎
市
広
報
課
移
管
写
真
」
の

整
理
作
業
は
、
前
年
度
に
開
始
し
た
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
移
し
替
え
作

業
（
専
用
保
存
ケ
ー
ス
か
ら
中
性
紙
で
作
製
し
た
仮
収
納
ケ
ー
ス
へ
の
移
し

替
え
）
を
、
一
八
年
度
中
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
ベ
タ
焼
き
を
貼
り
付
け
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
仮
目
録
編
成

作
業
や
、
デ
ー
タ
入
力
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一

八
年
度
の
「
尼
崎
市
広
報
課
移
管
写
真
」
の
整
理
作
業
に
は
、
六
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
年
間
の
作
業
人

数
／
日
数
は
、
延
べ
八
一
人
／
四
三
日
（
う
ち
一
一
日
は
共
同
作
業
日
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
ご
指
摘
い
た
だ
い
た

ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
現
象
に
つ
い
て
は
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

後
述
す
る
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
の
資
料
保
存

研
修
会
兼
近
畿
部
会
第
八
七
回
例
会
に
参
加
し
、「
尼
崎
市
立
地
域

研
究
史
料
館
に
お
け
る
写
真
資
料
の
保
存
・
活
用
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
題
し
た
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
実
際
に
写
真
整
理
に
あ
た

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
研
修
会
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
意
見
交
換
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
も
後
述
す
る
尼
崎
市
制
九
〇
周
年
記
念
事
業
「
尼
崎

の
歴
史
展
」
に
つ
い
て
も
、
会
場
の
受
付
、
展
示
解
説
、
会
場
の
設

営
・
撤
去
作
業
な
ど
に
、
計
三
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協
力

を
得
ま
し
た
。

写
真
整
理
作
業
な
ど
が
徐
々
に
進
展
す
る
な
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
の
成
果
報
告
・
公
表
の
具
体
化
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
史
料
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
に
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

緩
や
か
な
組
織
化
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な

機
能
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
検
討
課
題
の
ひ
と
つ
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と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
善
意
を
、
さ
ら
に
有
効
に
活
か

せ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
「
尼
崎
市
史
」
編
集
事
業

平
成
八
年
度
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
新
「
尼
崎
市
史
」
編
集
事
業

の
最
初
の
刊
行
物
と
し
て
、
平
成
一
八
年
度
、『
図
説
尼
崎
の
歴
史
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
平
成
一
八
年
度
は
、
主
と
し
て
『
図

説
』
の
編
集
校
正
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

次
の
五
人
の
専
門
委
員
の
指
導
の
も
と
、
史
料
館
が
編
集
事
務
局

と
し
て
、
各
執
筆
者
と
と
も
に
こ
の
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
専
門
委
員

山
崎
隆
三

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
名
城
大
学
名
誉
教

授
、
日
本
近
世
・
近
代
史

田
中
文
英

大
阪
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
仏
教
大
学
文
学
部
教

授
、
日
本
中
世
史

市
澤

哲

神
戸
大
学
助
教
授
、
日
本
中
世
史

岩
城
卓
二

大
阪
教
育
大
学
助
教
授
、
日
本
近
世
史

佐
賀

朝

桃
山
学
院
大
学
助
教
授
、
日
本
近
代
・
現
代
史

実
施
し
た
会
議
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

編
集
委
員
会

一
回

専
門
委
員
会
議

二
回

当
初
は
、
後
述
す
る
市
制
九
〇
周
年
記
念
「
尼
崎
の
歴
史
展
」
に

間
に
合
う
よ
う
九
月
刊
行
の
予
定
で
し
た
が
、
編
集
校
正
作
業
が
予

想
以
上
に
難
航
し
た
こ
と
と
、
歴
史
展
な
ど
の
周
年
事
業
準
備
の
た

め
事
務
が
輻
輳
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
刊
行
が
遅
延
し
、
結
局
平
成
一

九
年
一
月
末
付
け
の
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。

本
書
は
計
二
、
五
〇
〇
冊
を
刊
行
し
、
一
八
年
度
中
に
市
内
の
公

共
機
関
・
学
校
、
全
国
の
文
書
館
・
図
書
館
・
大
学
等
研
究
機
関
な

ど
に
一
、
一
〇
〇
冊
を
配
布
、
五
九
四
冊
を
有
償
頒
布
し
ま
し
た
。

各
分
野
の
執
筆
者
計
四
一
人
が
最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
原

始
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
尼
崎
の
歴
史
を
図
説
形
式
で
解
説
し
た

本
書
は
、
昭
和
四
〇
年
代
前
半
に
刊
行
さ
れ
た
『
尼
崎
市
史
』
通
史

編
以
来
三
七
年
ぶ
り
の
尼
崎
の
通
史
と
な
り
ま
す
。
内
容
的
に
も
、

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
と
各
方
面
か
ら
好
評
で
あ
り
、
新
聞

各
紙
に
も
好
意
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

尼
崎
市
制
九
〇
周
年
記
念
事
業

尼
崎
町
が
、
立
花
村
の
一
部
（
東
難
波
・
西
難
波
）
を
加
え
て
市
制

を
施
行
し
た
の
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
一
日
の
こ
と
で
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す
。
こ
の
市
制
施
行
の
九
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
一
八
年
度
に

市
が
実
施
し
た
い
く
つ
か
の
事
業
の
う
ち
、
地
域
研
究
史
料
館
は

「
尼
崎
の
歴
史
展
」
及
び
記
念
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
を
主
た

る
所
管
課
と
し
て
担
当
し
ま
し
た
。

尼
崎
の
歴
史
展

こ
の
展
示
会
は
、
市
制
九
〇
周
年
を
機
に
、
市
内
外
の
方
々
に
尼

崎
の
歴
史
及
び
、
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に
取

り
組
む
市
と
市
民
の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
意
図
の
も
と

に
、
企
画
し
た
も
の
で
す
。

開
催
期
間

平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
（
金
）〜
一
〇
月
二
二
日
（
日
）

会

場

尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
美
術
ホ
ー
ル
四
階

主

催

尼
崎
市
・
尼
崎
市
教
育
委
員
会
・
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

尼
崎
市
実
行
委
員
会

協

力

神
戸
大
学
文
学
部
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

所
管
課

総
務
局
総
務
部

地
域
研
究
史
料
館
（
主
た
る
所
管
課
）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
歴
博
・
文
化
財
担
当
（
第
一

部
の
う
ち
古
代
・
中
世
の
展
示
を
中
心
に
担
当
）

展
示
構
成

第
一
部
「
尼
崎
の
あ
ゆ
み
」
土
地
形
成
及
び
原
始
古
代
か
ら
近
世

ま
で
の
尼
崎
地
域
の
歴
史

第
二
部
「
近
代
・
現
代
の

尼
崎
―
尼
崎
市
の
誕
生

前
史
と
市
制
九
〇
年

―
」
尼
崎
市
制
九
〇
年

を
中
心
と
す
る
、
近
代

尼
崎
地
域
の
歴
史

第
三
部
「
市
民
が
つ
く
る

地
域
の
歴
史
と
歴
史
コ

ン
テ
ン
ツ
」
地
域
研
究

史
料
館
事
業
を
は
じ

め
、
本
市
の
歴
史
関
連

の
事
業
に
従
来
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

歴
史
や
ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展

示
及
び
、
マ
ッ
プ
・
パ

ネ
ル
・
本
・
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
な
ど
の
展
示
紹

第１部のうち近世のコーナー第３部
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介
〔
参
加
団
体
〕
水
堂
地
区
の
皆
さ
ん
「
水
堂
立
花
い
ま
む
か
し
の

姿
」（
九
月
二
九
日
〜
一
〇
月
九
日
）、
富
松
城
跡
を
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
「
中
世
の
富
松
城
跡
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

と
と
も
に
国
の
史
跡
指
定
を
め
ざ
す
！
―
過
去
・
現
在
・
未

来
」（
一
〇
月
一
一
日
〜
二
二
日
）、
尼
崎
戦
後
史
聞
き
取
り
研
究

会
「
地
図
作
り
を
通
し
て
歴
史
を
楽
し
む
」、
あ
ま
が
さ
き
市

民
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
、
自
然
と
文
化
の
森
協
会
ほ
か

動
画
・
コ
ン
テ
ン
ツ
コ
ー
ナ
ー

尼
崎
市
政
番
組
た
う
ん
タ
ウ
ン
あ
ま
が
さ
き
「
尼
崎
市
の
誕
生

前
史
と
市
制
九
〇
年
の
歩
み
」
及
び
、
今
回
の
歴
史
展
用
に
新

た
に
作
成
し
た
「
昭
和
三
〇
・
四
〇
年
代
の
尼
崎
」
の
ビ
デ
オ

放
映
、「
ウ
ェ
ブ
版
尼
崎
地
域
史
事
典
『a

p
e

d
ia

』
等
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト

○
尼
崎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
養
成
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
展
示
解
説

実
習

一
〇
月
五
日
（
木
）
午
後
二
時
〜
四
時

参
加
者
一
二
人

講
師

中
村
光
夫
（
地
域
研
究
史
料
館
）

○
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
尼
崎
の
土
地
の
成
り
立
ち
と
歴

史
を
学
ぶ
」
一
〇
月
七
日
（
土
）
午
前
一
〇
時
〜
一
二
時

参
加

者
三
〇
人

解
説

田
中
真
吾
さ
ん
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）、
市
澤
哲
さ
ん
（
神

戸
大
学
文
学
部
助
教
授
）、
河
野
未
央
さ
ん
（
同
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

研
究
員
）
及
び
同
学
部
学
生
四
人
ほ
か

○
富
松
城
跡
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

一
〇
月
一
一
日
（
水
）
午
後

参
加
者
十
数
人

企
画
・
実
施

富
松
城
跡
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

解
説

加
藤
由
紀
子
さ
ん
・
松
阪
有
香
さ
ん
（
八
七
頁
を
参
照
）

○
城
内
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク

一
〇
月
一
四
日
（
土
）
午
前
一
一
時
ス
タ
ー
ト

参
加
者
二
三
人

あ
ま
が
さ
き
市
民
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
及
び
城
内
ま
ち
づ
く
り
懇

話
会
が
、
旧
尼
崎
警
察
署
建
物
を
会
場
と
し
て
開
催
し
た
城
内
フ

ォ
ー
ラ
ム
企
画
の
一
環
と
し
て
実
施

通
算
来
観
者
数

延
べ
三
、
二
〇
二
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

従
前
か
ら
史
料
館
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
及
び
、
尼
崎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
養

成
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
の
方

計
三
四
人

こ
の
展
示
会
の
準
備
た
め
、
史
料
館
は
平
成
一
七
年
度
後
半
か
ら

歴
博
・
文
化
財
担
当
及
び
神
戸
大
学
文
学
部
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と

の
検
討
協
議
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
展
示
物
の
作
成
準
備
を
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進
め
ま
し
た
。
お
も
な
展
示
物
は
、
各
機
関
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文

書
・
近
現
代
文
書
・
歴
史
的
行
政
文
書
・
埋
蔵
文
化
財
・
写
真
・
地

図
な
ど
の
歴
史
資
料
や
、
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
で
す
。

尼
崎
の
本
格
的
な
通
史
展
示
と
し
て
は
、
近
年
例
の
な
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
展
示
会
前
半
が
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
開
催

期
間
中
で
あ
り
、
国
体
参
加
者
向
け
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
会
場
と
し

て
展
示
会
場
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
来
観
者

が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
、
身
近

な
地
域
の
歴
史
を
取
り
上
げ
た
展
示
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
第

三
部
に
市
民
の
皆
さ
ん
自
身
に
よ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と

や
、
受
付
・
展
示
解
説
な
ど
に
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

来
観
者
の
方
々
が
展
示
を
見
な
が
ら
想
い
出
話
な
ど
を
談
笑
さ
れ
る

な
ど
、
展
示
会
場
は
連
日
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
多
少
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
民
に
と
っ
て
の
尼
崎
の
歴
史
」

市
内
外
の
皆
さ
ん
に
、
尼
崎
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
親
し
ん
で
い

た
だ
く
と
い
う
意
図
の
も
と
、
尼
崎
工
業
会
青
年
経
営
研
究
会
の
協

力
を
得
て
、
前
記
の
展
示
会
最
終
日
に
次
の
よ
う
な
催
し
を
開
催
し

ま
し
た
。

開
催
日
時

平
成
一
八
年
一
〇
月
二
二
日
（
日
）

午
後
二
時
三
〇
分
〜
四
時
三
〇
分

会

場

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
二
階
あ
や
め
の
間

主

催

尼
崎
市
・（
協
）
尼
崎
工
業
会
青
年
経
営
研
究
会

後

援
（
協
）
尼
崎
工
業
会
・
兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

実
施
内
容

講
演

漫
才
師
「
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
」・
画
家

大
西
浩
仁
さ
ん

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

市
澤
哲
さ
ん
（
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
）

パ
ネ
ラ
ー

大
西
浩
仁
さ
ん
、
岩
城
卓
二
さ
ん
（
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
助
教
授
）、
羽
間
美
智
子
さ
ん
（
尼
崎
郷
土
史
研
究
会
）、

太
田
垣
恒
世
さ
ん
（
尼
崎
戎
神
社
禰
宜
）

参
加
人
数

一
一
〇
人

『
尼
崎
市
史
』
を
読
む
会

『
尼
崎
市
史
』
を
読
む
会
は
、
平
成
一
七
年
八
月
以
降
、
会
場
を

中
央
図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
室
か
ら
地
域
研
究
史
料
館
に
移
し
て
毎
月
第

三
木
曜
日
の
午
後
六
時
か
ら
七
時
三
〇
分
ま
で
、
そ
の
都
度
参
加
者

が
テ
ー
マ
や
話
題
を
持
ち
寄
る
サ
ロ
ン
的
な
例
会
を
開
催
し
て
き
ま
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し
た
。

平
成
一
八
年
度
も
、
こ
の
方
向
に
沿
っ
て
四
月
か
ら
八
月
ま
で
例

会
を
開
催
。
こ
の
う
ち
、
四
月
の
第
一
三
五
回
は
前
記
の
「
尼
崎
の

歴
史
展
」
の
プ
ラ
ン
を
例
会
の
場
で
説
明
し
て
第
三
部
市
民
参
加

コ
ー
ナ
ー
へ
の
参
加
を
募
り
、
六
月
の
第
一
三
七
回
に
は
同
展
用
に

編
集
す
る
昭
和
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
尼
崎
を
撮
影
し
た
動
画
の
内
容

検
証
を
例
会
の
場
で
行
な
い
、
さ
ら
に
七
月
の
第
一
三
八
回
に
は
同

展
第
一
部
冒
頭
に
予
定
し
て
い
る
「
航
空
写
真
か
ら
の
地
形
読
み
取

り
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
な
ど
、「
尼
崎
の
歴
史
展
」
実
施
準
備
と
い

う
位
置
付
け
の
例
会
を
意
識
的
に
多
く
設
定
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、「
尼
崎
の
歴
史
展
」
開
催
や
『
図
説
尼
崎
の
歴
史
』

編
集
の
た
め
史
料
館
の
事
務
が
輻
輳
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
し
ば

ら
く
『
尼
崎
市
史
』
を
読
む
会
を
休
会
し
、『
図
説
』
刊
行
後
に
同

書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
例
会
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
一
三
五
回
か
ら
第
一
三
九
回
ま
で
五
回
開
催
し
た
例
会
の
参
加

者
は
、
延
べ
六
二
人
で
し
た
。

第
一
巻
分
科
会

こ
の
会
は
「『
尼
崎
市
史
』
を
読
む
会
」
参
加
者
有
志
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
尼
崎
の
古
代
・
中
世
史
に
関
係
す
る
文
献
や

論
文
を
読
み
、
自
由
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
し

て
い
る
研
究
会
で
す
。

毎
月
第
一
金
曜
日
の
午
後
六
時
か
ら
七
時
三
〇
分
ま
で
、
一
八
年

度
は
史
料
館
に
て
一
二
回
開
催
し
、
延
べ
参
加
人
数
は
七
〇
人
で
し

た
。
日
本
中
世
史
の
研
究
者
・
田
中
勇
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
会
の
指
導
・
助
言
を
し
、
報
告
は
基
本
的
に
参
加
者
の
輪
番
で

す
。前

年
度
中
に
網
野
善
彦
著
『
日
本
の
歴
史
００
巻
「
日
本
」
と
は
何

か
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
読
了
し
た
の
で
、
新
年
度
か
ら
は

同
氏
著
『
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
日
本
中
世
の
百
姓
と
職
能
民
』

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
一
八
年
度
は
「
第
一

部

百
姓
」
の
１
・
２
を
読
了
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
「
１
「
平
民
」
に
つ
い
て
」
で
は
、
戸
田
芳
実
氏
が

古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
期
、
一
〇
、
一
一
世
紀
に
限
定
し
て
指
摘

し
た
「
平
民
百
姓
」
の
身
分
的
特
質
―
国
・
権
門
・
在
地
領
主
か
ら

の
「
人
身
的
自
由
」
―
を
基
点
と
し
て
、
一
二
世
紀
以
降
の
「
平
民
」

の
身
分
的
な
特
質
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
２

百
姓
の

負
担
」
で
は
、
年
貢
・
上
分
・
公
事
を
負
担
す
る
こ
と
が
「
平
民
百

姓
」
の
国
・
権
門
・
在
地
領
主
か
ら
の
「
人
身
的
自
由
」
の
根
拠
と

な
る
理
由
が
、
そ
の
起
源
と
な
る
古
代
か
ら
一
二
世
紀
、
さ
ら
に
は

近
世
へ
の
展
望
を
含
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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例
会
ご
と
の
会
員
の
報
告
部
分
に
関
し
て
チ
ュ
ー
タ
ー
の
田
中
氏

か
ら
研
究
史
上
の
解
説
を
受
け
な
が
ら
、
読
み
進
め
ま
し
た
。
戸

田
・
大
山
喬
平
・
河
音
能
平
三
氏
を
中
心
と
す
る
当
時
の
〝
京
都
学

派
〞
の
「
領
主
制
説
」
と
東
京
大
学
・
大
阪
大
学
な
ど
の
研
究
者
の

「
反
（
非
）
領
主
制
説
」
の
相
違
点
や
、
中
世
と
古
代
の
時
代
区
分

の
画
期
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
研
究
者
間
の
視
点
の
相
違
も
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
な
解
説
内
容
に
苦
し
み
な
が
ら
、「
中

世
的
世
界
」
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
地
道
な
活
動
が
続
い
て
い
ま

す
。

自
主
グ
ル
ー
プ

尼
崎
戦
後
史
聞
き
取
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
本
誌
第
三
七
巻
第
一

号
掲
載
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
ま
た
西
摂
研
究
会
に
つ
い
て
は
第
三
八
巻

第
一
号
掲
載
予
定
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
尼
崎

の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

尼
崎
の
近
世
古
文
書
を
楽
し
む
会
は
、
史
料
館
が
保
存
・
公
開
す

る
尼
崎
関
係
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
近
世
の
く
ず
し
字
の

読
解
に
習
熟
す
る
こ
と
と
、
尼
崎
地
域
の
近
世
史
に
親
し
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
例
会
の
運
営
は
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て
行

な
い
、
テ
キ
ス
ト
解
読
の
成
果
は
参
加
者
有
志
が
デ
ジ
タ
ル
入
力
し

て
史
料
館
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
解
読
文
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
す
る
構
想
の
も
と
、
史
料
館
は
テ
キ
ス
ト
の
選

定
、
解
読
・
内
容
調
査
等
に
お
い
て
助
言
・
協
力
し
て
い
ま
す
。

楽
し
む
会
は
、
上
級
二
ク
ラ
ス
、
初
級
一
ク
ラ
ス
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
上
級
ク
ラ
ス
で
は
、
読
解
経
験
十
数
年
の
人
が
中
心
と
な

り
、
と
く
に
講
師
は
定
め
ず
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
級
ク
ラ
ス

で
は
、
上
級
ク
ラ
ス
出
身
の
石
井
進
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
初
級
・
上
級
ク
ラ
ス
と
も
、
参
加
回
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
催
時
間
は
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま

で
の
二
時
間
、
一
八
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
曜
上
級

第
二
・
第
四
日
曜

二
二
回
開
催

延
一
七
五
人

金
曜
上
級

第
二
・
第
四
金
曜

二
四
回
開
催

延
一
七
〇
人

金
曜
初
級

第
一
・
第
三
金
曜

二
〇
回
開
催

延
一
九
一
人

合

計

六
六
回
開
催

延
五
三
六
人

会
場
の
会
議
室
が
せ
ま
く
、
一
ク
ラ
ス
定
員
は
一
三
名
と
少
数
で

す
が
、
参
加
者
相
互
の
活
発
な
質
疑
・
意
見
交
換
に
よ
り
解
読
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

金
曜
上
級
ク
ラ
ス
で
は
、「
神
崎
橋
詠
草
」「
尼
崎
青
山
家
給
人
下

落
物
語
」「
旗
本
長
谷
川
氏
領
大
庄
屋
忌
避
騒
動
関
係
文
書
」
を
読
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み
ま
し
た
。「
神
崎
橋
詠
草
」
は
、
神
崎
宿
の
片
口
酒
店
の
主
人
が

京
都
の
公
卿
で
歌
人
の
武
者
小
路
徹
山
実
純
に
依
頼
し
て
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
に
編
ん
だ
和
歌
集
、「
尼
崎
青
山
家
給
人
下
落
物
語
」

は
、
尼
崎
藩
主
で
あ
っ
た
青
山
家
家
中
の
給
人
が
本
来
の
騎
馬
武
者

と
し
て
の
格
式
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
慨
嘆
し
た
書
で
す
。

「
騒
動
関
係
文
書
」
は
、
尼
崎
市
域
な
ど
の
知
行
所
か
ら
江
戸
に
越

訴
し
た
事
件
の
経
過
を
記
録
し
た
文
書
を
中
心
に
解
読
し
ま
し
た
。

日
曜
上
級
ク
ラ
ス
で
は
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
西
新
田
村
旧

庄
屋
家
・
小
西
光
信
氏
文
書
「
諸
事
願
之
控
え
帳
」
の
解
読
を
進
め

ま
し
た
。
一
八
年
度
は
天
明
二
（
一
七
八
二
）・
三
・
六
・
七
年
、
寛

政
元
（
一
七
八
九
）・
三
年
の
綴
り
を
解
読
し
ま
し
た
。
年
貢
や
水
利

普
請
・
人
別
関
係
の
諸
願
書
を
は
じ
め
尼
崎
藩
へ
の
各
種
の
届
け
書

控
え
な
ど
、
村
の
生
産
・
生
活
全
般
に
わ
た
る
記
録
で
す
。

初
級
ク
ラ
ス
で
は
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
源
光
寺
文
書
の
元
禄

三
年
（
一
六
九
〇
）「
杭
瀬
村
西
光
寺
・
家
の
記
録
」
を
テ
キ
ス
ト
に

し
ま
し
た
。
同
文
書
は
近
世
前
半
期
の
青
山
氏
領
時
代
の
も
の
で
、

近
世
後
期
の
史
料
が
大
半
を
占
め
る
尼
崎
市
域
伝
来
文
書
群
の
う
ち

で
は
希
少
な
史
料
で
す
。
寺
社
宛
て
の
幕
府
触
や
尼
崎
藩
へ
の
届
け

書
な
ど
の
控
え
が
中
心
で
す
が
、
西
光
寺
の
本
山
で
あ
る
西
本
願
寺

と
の
往
復
文
書
も
あ
っ
て
宗
教
用
語
の
解
読
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

石
井
講
師
の
指
導
に
よ
る
文
字
解
読
と
、
解
読
上
の
基
礎
的
解
説
が

参
加
者
に
好
評
で
す
。

市
民
団
体
・
研
究
機
関
等
と
の
連
携
・
協
力

従
前
に
引
き
続
い
て
、
市
民
団
体
や
行
政
機
関
等
か
ら
の
依
頼
に

応
じ
て
、
歴
史
に
関
す
る
講
座
や
見
学
会
へ
の
出
講
、
講
師
紹
介
な

ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
的
機
関
や
市
民
団
体
が
実
施
す
る

各
種
調
査
や
展
示
等
の
催
し
に
対
し
て
、
史
料
提
供
等
の
協
力
も
随

時
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
お
も
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
、
地
域
団
体
な
ど
の
要
請
に
よ
る
出
講

あ
ま
が
さ
き
市
民
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
絵

画
教
室
」、
第
六
回
猪
名
川
流
域
歴
史
研
究
者
交
流
会

尼
崎
市
役
所
・
他
行
政
機
関
・
公
的
機
関
か
ら
の
要
請
に
よ
る
出
講

ち
か
ま
つ
・
文
化
・
ま
ち
情
報
課
「
尼
崎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ

ド
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」、
尼
崎
市
高
齢
者
生
き
が
い
促
進
協
会
「
総

合
学
習
教
室
」「
市
立
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
座
」、
尼
崎
市

立
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
「
社
会
科
教
育
研
修
講
座
」、
園
田
学
園

女
子
大
学
「
公
開
講
座
」、
神
戸
大
学
文
学
部
「
現
代
的
教
育
ニ
ー

ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
地
域
歴
史
遺
産
保
全
活
用
基
礎
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論
」、
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
「
資
料
保
存

研
修
会
兼
近
畿
部
会
研
究
例
会
」

調
査
事
業
・
催
し
等
へ
の
史
料
提
供
協
力

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
神
戸
港
湾
事
務
所
に
よ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
尼
崎
み
な
と
ま
ち
絵
地
図
」
作
成
へ
の
編
集
委
員
派
遣

と
編
集
協
力
・
史
料
提
供
、
富
松
城
跡
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
「（
仮
称
）
富
松
城
に
関
す
る
案
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
編
集
協

力
・
史
料
提
供
、「
つ
か
ぐ
ち
の
祭
二
〇
〇
六

み
ん
な
で
つ
く

る
街
、
つ
か
ぐ
ち
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」（
事
務
局
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ

Ｓ
Ｕ
ネ
ッ
ト
）
へ
の
パ
ネ
ル
提
供
、
県
立
尼
崎
高
等
学
校
生
徒
に

よ
る
調
査
「
中
世
の
城
館
富
松
城
に
つ
い
て
」
へ
の
協
力
、
兵
庫

県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
企
画
展
「
共
生
の
風
景
〜
古
写
真
に
み

る
暮
ら
し
と
自
然
〜
」
へ
の
写
真
提
供
、
神
戸
大
学
文
学
部
博
物

館
実
習
（
事
前
実
習
）
受
け
入
れ

こ
の
う
ち
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
に
よ
る

「
資
料
保
存
研
修
会
兼
近
畿
部
会
研
究
例
会
」
は
、「
劣
化
す
る
戦
後

写
真
―
地
域
資
料
と
し
て
の
行
政
所
蔵
写
真
の
危
機
―
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
平
成
一
九
年
一
月
二
五
日
（
木
）
に
尼
崎
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
全
国
歴
史
資
料
保
存
利

用
機
関
連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
史
料
協
）
と
は
、
全
国
の
文
書
館
施

設
等
の
協
議
会
組
織
で
あ
り
、
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
も
機
関

会
員
と
し
て
加
盟
し
て
い
ま
す
。
同
会
は
、
史
料
保
存
・
文
書
館
事

業
を
め
ぐ
る
調
査
研
究
や
実
務
情
報
の
交
流
・
交
換
・
研
修
な
ど
を

継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
研
修
会
兼
研
究
例
会
も
そ
の
一

環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学

の
大
林
賢
太
郎
助
教
授
を
招
い
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
、
史
料
館

か
ら
は
辻
川
敦
と
西
村
豪
が
「
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
に
お
け

る
写
真
資
料
の
保
存
・
活
用
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
―
広
報
写
真
の
史
料

館
受
け
入
れ
を
通
じ
て
―
」
と
題
し
て
尼
崎
で
の
経
験
を
報
告
し
、

各
地
か
ら
来
場
さ
れ
た
計
一
一
〇
人
の
参
加
者
と
と
も
に
、
写
真
資

料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
立
尼
崎
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
調
査
「
中
世
の
城
館
富

松
城
に
つ
い
て
」
は
、
同
校
生
徒
で
あ
る
加
藤
由
紀
子
さ
ん
・
松
阪

有
香
さ
ん
の
お
ふ
た
り
が
調
べ
、
そ
の
成
果
を
も
っ
て
平
成
一
八
年

一
一
月
四
日
（
土
）
に
米
原
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
・
高
校
生
歴

史
サ
ミ
ッ
ト
二
〇
〇
六
（
中
央
大
学
同
実
行
委
員
会
主
催
）
に
参
加
し

た
も
の
で
す
。
加
藤
さ
ん
・
松
阪
さ
ん
は
文
献
調
査
に
加
え
て
、
富

松
町
に
も
足
を
運
ん
で
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
を
行
な

い
、
さ
ら
に
遺
跡
の
保
存
清
掃
活
動
に
も
参
加
す
る
な
ど
熱
心
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
同
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
国
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
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る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
お
ふ
た
り
に
、「
尼
崎
の
歴
史
展
」

に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
「
富
松
城
跡
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
市
制
九

〇
周
年
記
念
事
業
の
項
目
で
ふ
れ
た
と
お
り
で
す
。

こ
う
い
っ
た
各
種
市
民
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
に
加
え
て
、
市

が
市
民
に
呼
び
か
け
て
組
織
し
た
「
城
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
」
と
「
中
国
街
道
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
に
対
し
て
、

平
成
一
七
年
度
に
続
い
て
史
料
館
か
ら
も
職
員
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
に
お
け
る
意
見
交
換
や
学
習
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
城
内

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
懇
話
会
の
開
催
と
並
行
し
て
市

の
関
係
部
署
に
よ
る
庁
内
検
討
会
議
に
お
い
て
検
討
が
行
な
わ
れ
た

結
果
、
計
画
案
が
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
史
料
館
の

将
来
的
な
城
内
地
区
へ
の
移
転
等
も
盛
り
込
ん
だ
、
計
画
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
歴
史
遺
産
保
存
・
活
用
の
分
野
に
お
い
て
は
、
従
前
に

引
き
続
き
、
神
戸
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
等
専
門
研
究
機
関
と

の
連
携
事
業
を
継
続
し
ま
し
た
。
神
戸
大
学
は
、
歴
史
学
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
・
史
料
ネ
ッ
ト
）」

に
よ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
の
被
災
史
料
保
全
活
動
な
ど
を
ふ

ま
え
て
、
平
成
一
四
年
度
に
文
学
部
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
歴
史
・
文
化
の
分
野
に
お
け
る
自
治
体
・
市
民
団
体
等
と
の
連

携
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
一
七
年
度
に
引
き
続
い
て
、
同
大
学
の

実
施
す
る
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
域
歴
史

遺
産
の
活
用
を
図
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
」
に
事
業
協
力
者
を

派
遣
し
た
ほ
か
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
レ
ー
講
義
に
も
職
員
が
非
常

勤
講
師
と
し
て
出
講
し
ま
し
た
。

以
上
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